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大学英語授業における読解能力向上に関する一考察
―多読・精読の有効性と課題点をめぐって―
荻野　勝※ 1
要旨：近年まで大学の教養英語の読解の授業は、精読中心に行われてきた。しかし最近、主に日本人以外の英語
教員によって多読の授業が展開されてきている。それは、Graded Readers 等の平易な英語で書き直された本を、
学生が自分の英語能力のレベルに応じて自由に選択して読むという授業形態だが、学生にもおおむね好評のよう
である。しかし、英文を正確に読むという点では、精読も欠かせない。多読と精読の議論は以前から行われてい
るが、本論ではもう一度、多読と精読の有効性と課題について整理し、１）英語嫌いに悩む学生、２）英語嫌い
ではないが英語を苦手とする学生、３）英語にある程度の自信を持つ学生に効果的な授業および学習方法を考察
する。
キーワード：英語教育、読解、多読、精読、コミュニケーション
※ 1 荻野勝（岡山大学言語教育センター英語系）
Ⅰ．はじめに
　大学の授業における「読解」の授業は、常に議論の
対象となっている。昔ながらの「精読」を中心とし
た授業を行っている教員もいれば、最近は日本人以
外の教員を中心に「多読」の授業が広まってきている。
本論では、「多読」・「精読」それぞれの有効性と課題
点を整理して、その上でどのような学習方法を学生
に提案したらよいかについて考察する。
　大学の「読解」あるいは「講読」の授業の役割と
は何であろうか。それは、かつては、第 1 に「正し
く英文を読むことを練習すること」であり、第 2 に
「より速くより多く英文を読んでいくこと」であった。
しかし、近年の授業は、正確に英文を読むことより、
「より速くより多く」が強調されてきている。
　確かに現代社会において「より速くより多く」英
文を読むことが求められていることが多い傾向にあ
るが、英文を正確にとらえることも忘れてはならな
い。本論では、多読と精読を相反するものとして扱
うのではなく、互いに補完しながら学習者の英語力
向上を助けるものという視点で考察していく。
Ⅱ．読解の授業における多読・精読の有効性と課題
　　点
１．多読について
①．多読の有効性
　多読の授業の有効性としてあげられるまず第 1 の
点は、学生が授業に対して、より「楽しい」という感
覚を持って臨めることである。多読の授業方法は様々
であり、例えば、授業外で本を読み授業中は読んだ
本について発表するという形式もあれば、授業内で
多読を実践するという形式もあろう。また、学生が
毎週読んだ本に関して記録を残して、定期的に記録
用紙を教員に提出するという授業もある。これらの
いずれの形式であっても、毎回の授業で 1 冊の本を
読み終えるという達成感を味わえる点が、学生が多
読の授業に対して「楽しい」という感覚を持つ要素
かもしれない。
　次に第 2 の点は、学生が自分で選んだ英語のテキ
ストを自分のペースで読むことにより、英語により
親しみを持つようになり、それが英語への興味につ
ながるということである。英語学習において学生の
主体性を強調することで、学生の英語への興味がよ
り喚起されるのである。
　多読の有効性の第 3 の点は、日本語を介さずに英
文を読んでいくということである。精読の課題点と
して後に述べるが、精読では英文を日本語に直しな
がら読み進めるため、時に返り読みをするなどして
読解速度が遅くなり、読み方もぎこちない。多読で
前から読み下していくと、読解速度も読解量も増大
し、これが自信につながるのである。
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　第 4の点は、比較的平易な英語に触れることにより、
英語に慣れることができる、ということである。難
しい英文を精読する場合は、心の準備をしてから読
解に取り組むことになるが、多読の場合は英文が比
較的平易なので、英文を読む前に気構える必要もな
い。気構える必要がないことにより、学生は気軽に
多くの英文に触れ、その結果英文に慣れることがで
きるのである。
　第 5 の点は、上であげた 4 点全てと結びついてい
るのだが、学生の英語嫌いが改善されるということ
である。多読の体験を楽しいと感じ、学生が主体的
に自分の読む英語を自分で選び、英文を英文として
読み下し、その結果英語に慣れた学生は、英語嫌い
が解消するのは当然のことであろう。
②．多読の課題点
　多読の授業の課題点としてあげられる第 1 の点は、
誤読 1 をしてしまうということである。細かいことに
注意をはらうよりも大まかなストーリーの展開に注
意をはらう多読では、これはやむを得ないことであ
る。しかし、誤読が重なってストーリー全体を取り
違えてしまう、英語の微妙なニュアンスが理解でき
ない、という問題も存在する。
　第 2 の点は、学生が自分の誤読に気がつかないこ
とである。学生は誤読をしているにもかかわらず、自
分が正確に読んだと勘違いしてしまう可能性も否め
ない。また、学生が英文を読み始めてある程度の時
間が経過すると、内容が全く分からなくなってしま
うことも生じるため、この状況では自分がどこでど
のような誤読したのか確認できないであろう。
　第 3 の点は、教員の側も学生の誤読を確認できな
いことである。テキストによっては true or false や
comprehension check などによって内容確認ができ
る場合もあるが、細かいところまではチェックでき
ず、学生の誤読をそのままにしておく場合も少なく
ないことが想定できる。多読の授業中に、誤読がな
いように、学生一人一人の読解を個別に指導するこ
とは、時間的・人数的などの要因で困難と思われる。
　多読の第 4 の課題点として、上の 3 点とも関係す
るが、学生が英文の誤読を続けていくと、ストーリー
の展開が分からなくなり、そのまま英語学習から遠
ざかり、それが学生を英語嫌いにしてしまうという
可能性もあることである。英語嫌いになって一度学
習を止めてしまうと、それを再開するには大きなエ
ネルギーを必要とするのである。前項において、多
読の有効性として英語嫌いの解消をあげたが、指導
法を誤るとかえって学生の英語嫌いを助長する可能
性もある。
　第 5 の点として、多読では、相当量の英文を読ま
ない限り、英文法や語彙が定着しないということが
あげられる。大学では、学生が中学校や高等学校で
学んだ英語を前提にして授業を行うが、様々な入試
形態で入学してくる学生の様態として、文法や語彙
のおぼつかない者もいることもまた、現実としてあ
る。そのような学生が自分の言いたいことを英語で
表現できるようになるには、多読だけでは文法や語
彙が十分に備わらないと考えられる。
　最後に、学生に任意で教材を選択させると、学生
がいつも平易な教材を選んでしまうということもあ
る。学生の人数の多少にかかわらず、全てを学生の
判断に任せると、安易な方向に流れてしまうという
可能性もあるのである。
２．精読について
①．精読の有効性
　次に精読の有効性について考えてみよう。精読の
有効性としてまず第 1 にあげられるのは、英文の構
造を正確に理解できるということである。多読では
何となく分かっていても正確に分かったかどうか確
認できないところを、精読では正確に確認できる。
　第 2 にあげられるのが、英語の微妙な言い回しを
理解できるということである。助動詞や前置詞などの
微妙な意味の違いは、教員の適切な指導や辞書を活
用することで可能となる。例えば、The thief pressed 
his ear to the door and listened for any sound inside 
the room. という文章では、どうして listened の後
が to ではなく for であるのか。これは、前置詞の to
と for の意味の違いによるもので、listen to は、あ
る対象に「対して」耳を傾けるという意味であるが、
listen for は、何かを「求めて」聞き耳を立てるとい
う意味である。このように前置詞が変わっただけで
意味が変わってしまう文を理解することは、学生に
よる多読だけでは困難であり、教員による適切な説
明が必要であると考えられる。教員による説明がな
いと、学生は意味の微妙なニュアンスをとらえられ
ないまま、読み進めていってしまう可能性が高いの
である。
　第 3 にあげられるのが、精読をすると、扱った英
文を英作文に応用することが容易になるということ
である。精読の授業では英文構造や文章展開の型 2 を
中心に扱って英文を読み進めるので、学習者は実際に
読んだ英文構造や文章展開の方法を意識するように
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なり、自分で英文を作成するときにそれを活用しやす
いのである。もちろん多読で接した英文を英作文に
活用することも可能であるが、高瀬が述べるように、
それを応用して「アウトプットに結び付け、ライティ
ング力を向上させるにはインプットされたものを定
着させるプラスアルファーの作業を加える」という作
業が大切となる。つまりここでの「プラスアルファー
の作業」とは、学生が英文構造や文章展開の型を意
識しながら英文を読んでいくということであり、英
文構造や文章展開の型をとらえるには、多読という
作業のみを行うより、精読を取り入れた方がより効
果的であると考えられるのである。
　第 4 にあげられるのが、精読した文章を反復して
読むことにより、学習者の英語力は向上し、英語学
習に対する興味も増大するということである。精読
した文章を読み返すことは、英文構造や語彙を自然
に覚えられることの他に、英語のリズムに慣れると
いう効果がある。最初は格闘しながら英文の意味を
解釈していたのが、次第に一目見れば英文の意味が
そのまま理解できるようになる。一度精読した英文
を何度も反復して読んでいるうちに、無意識に意味
の切れ目、即ちチャンクごとに英文を読み下し、精
読の悪い習慣といわれる「返り読み」をしなくなる。
気がつくと、学生は英語を英語のまま理解している
のである。
　このレベルまで達すると、学習者はある意味で独り
立ちできる。多読をするように言われなくても、自
分から英語の本を探してきて自分で読み始める。も
ちろん難解なところは精読式に構文に注意して読む
が、それ以外の所は英文を日本語に直すことなく読
むようになるであろう。この時点で、学習者は精読
と多読とを上手に使い分けることができるようにな
るのである。
②．精読の課題点
　精読の課題点としてまず第 1 にあげられるのは、
これはよく言われていることであるが、英文和訳の
授業になってしまうということである。学生は、英
文を理解しようという気持ちよりも、とりあえず教
師の言う模範訳を書き取ろうという気持ちが強くな
り、英語の授業ではなく、日本語の聞き取りの授業
のようになってしまうことも多い。学生は、教師の
言う和訳を書き取ることで英語を勉強した気持ちに
なってしまうのである。
　第 2 に、精読の授業は退屈になってしまう可能性
が高いということがあげられる。学生に和訳を発表
させて、間違いを指摘し、模範訳を示し、文法上の
細かい点を説明していると、膨大な時間を数少ない
英文の解読に費やすことになる。そして概してこの
種の授業は学生にとって退屈なものである。
　第 3に、精読の授業では、学生が受け身の態度になっ
てしまうという傾向も否めない。この種の授業は、学
生側の予習復習がしっかりできている場合は非常に
有効であるが、ややもすると学生は、授業中ただ座っ
て教師の言う訳を写していればよいと考えるように
なる。そうなると精読の授業は学生の英語力向上に
効果の薄いものとなってしまうであろう。
　第 4 に、精読のみを行っていると、学生のなかに
は「難しい英文を精読すること＝英語学習」のよう
にとらえてしまう者が出る可能性があることである。
英文を読むことは、作者が伝えようとする内容を理解
することであり、この点では英文を読むことも日本
文を読むことも本質的には変わらない。しかし、精
読のみを行っていると、英文読解を、ただ単にパズ
ルを解く行為のようにしか考えなくなる者も出てく
るであろう。そのような傾向にある学生は、難解な
英文読解に対しては得意とするが、本全体、章全体
の要旨をとらえながら英文を読み進めていくという
ことが困難な可能性が高い。
　第 5 の点は、第 1 の点と関係しているが、授業で
精読を行っていると、和訳はできるのだが、内容理
解ができていない学生がいるということである。学
生は、英語を日本語に置き換えることのみに集中し、
英文の内容をとらえようとしないのである。定期試験
は、英文の和訳を暗記して切り抜けようとする。こ
れでは授業で英文読解を学ぶ意味が薄れてしまう。
Ⅲ．効果的な授業形態および学習方法の考案
　前章では、多読・精読それぞれの有効性と課題点
について述べた。これらを踏まえ、ここでは大学に
おいてどのような授業形態や学習法が効果的である
か考察したい。考察するにあたって、本論では学生を、
１）英語嫌いの学生、２）英語嫌いではないが英語
を苦手とする学生、３）英語にはある程度自信があ
る学生、の 3 つのグループに分けて考えたい。もち
ろん 1 クラスのうちにこれら 3 つのグループの学生
が混在する場合もあるであろうが、担当教員が自分
のクラスはどのグループの学生が多いかを把握する
ことで授業形態を工夫できるであろう。
１．英語嫌いの学生の読解について
　英語嫌いの学生に対しては、多読を導入すること
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が効果的である。もともとこのタイプの学生は中学
校・高等学校時代の文法の授業や、文法を活用した訳
読の授業で英語を嫌いになってしまったと思われる。
彼らは「英語が嫌いになる→英語に触れる回数が減
少する→英語に自信がなくなる→ますます英語嫌い
になる」という悪循環の中にあり、英語に対する意
識を変革する必要がある。そしてその意識変革のきっ
かけとなるのが多読なのでないかと思われる。
　この場合の多読の教材は、学生が親しみを感じら
れたり、興味を持ったりすることができるようなも
のを、教師が用意しておくことが必要であろう。高
瀬の言うように、絵本をたくさん読むのも良いだろ
う。また実際に岡山大学で取り組んでいるように、
Penguin Graded Readers や Oxford Graded Readers
等の教材を、図書室にそろえておくこともよいであ
ろう。一番大切なことは、学生が英語に触れること
である。英語で読んで内容が何となくでも「分かった」
という達成感や喜びを得ることである。学生は内容が
分かってくればもっと他の本を読んでみたいと思い、
次第にもっと難しい語彙を含んだ本を、もっと語数
の多い本を読んでみたいと思うようになるであろう。
　簡単な英語なら読める、理解できると思い始めた
学生は、次第にもっと内容の難しいものに挑戦する
ようになるかもしれない。このときに学生は課題に
直面し、それらは 2 種類あると考えられる。そのひ
とつは学生の語彙力不足であり、もうひとつは文法
力不足である。これらの課題を克服するための方法
は、次の 2 種類ではないかと思われる。１）今まで
通りの比較的平易な英文に戻る方法、２）これまで
より難度の高い英文に取り組むべく語彙・文法の学
習を開始する方法、である。
　このうち、２）については次のような注意が必要
である。なぜならば、英語アレルギーをなくすべく
文法中心の学習から離れて多読を開始したにもかか
わらず、再び文法や単語を覚える学習に戻ってしま
う可能性があるからである。つまり、文法はあくま
でも読解を助けるための手段であり、文法のための
文法の学習を行わないことが肝要である。また、語
彙は単語帳をめくるように機械的・盲目的に覚えよ
うとするのではなく、同じ語彙に何回も遭遇しなが
ら自然に身につくようにする、ということも肝要で
ある。
　また１）を選択した場合も、いずれは２) の作業が
必要となってくる。簡単な英語から再びレベルを上げ
ていくと、次第に意味の確認が必要な事柄が出てく
るからである。例えば、An earthquake can happen. 
という文における can は、「･･･ できる」という「可能」
を表しているのではなく、「…することもありうる」
という「可能性」を表している。このような微妙な
意味の違いに、多読をしている場合にも次第に注意
がはらわれるようになる。学生は can の意味は「･･･
できる」のはずだが、当該の文では「･･･ できる」と
いう意味は当てはまらないと気づくであろう。
　この場合、文法書や辞書で can について調べるこ
とは、やはり必要である。しかし、上でも述べたが、
文法は英文を理解するためのものであり、文法を文
法として覚えるためのものではない、ということを
学習者はいつも肝に銘じておかなければならない。
　以上のように、英語嫌いの学生に対する多読中心
の英語学習の要点は以下の２点である。１）語彙は
無理して覚えようとするのではなく、何度も遭遇す
る語彙を自然に覚える。２）理解する上で困難なと
ころは抽出し、必要に応じて文法に照らして理解す
るという精読を取り入れる。これらの方法を行うこ
とにより、英語嫌いの学生の読解力向上に、多読と
精読が関連しながら有効に働いていくと考えられる
のである。
２．英語嫌いではないが、英語を苦手とする学生の
　　読解について
　このタイプの学生には、比較的平易な英文を精読
することによって英文法や語彙の復習や定着を図る
方法が効果的である。これは、中学校・高等学校で
学生がつまずいた文法を使って細部まで説明しなが
ら、英文を訳読していく方法である。
　この方法は「1．英語嫌いの学生の読解について」
で述べた事項と、一見正反対の方法と考えられ、また、
従来の訳読の授業と同じだと考えられがちであるが、
少し異なる。Ⅱ章２節①項「精読の有効性」の第 4
点で述べたが、学生に英文テキストを反復して読むこ
とを課題とする方法である。例えば、今週１課を読
み終えると、来週２課を読む際には１課を必ず読み
終えてから２課を読むようにする。再来週３課を読
む際には１課と２課を読み終えてから３課に取り組
むようにする。以後４課、５課と同様に行うのである。
　課が進むにしたがって読み返す量は増えるが、その
分だけ英語を読む力はついているため各課を読み終
える時間は短くなり、慣れてくるとそれほどの負担
には感じない。また既習の課を反復して読むことは、
新しい課のウオーミングアップとなるため、新しい
課の読解がより易しく感じられてくるようになる。
　この学習方法の第 1 の利点は英語の構文が自然に
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身についてしまうことである。例えば、not only が
あれば、次のどこかで but (also) が来るはずだとか、
so の後に形容詞が来れば後ろには that 節が来る可能
性があるとか、the important thing is とあれば、そ
の後ろには that 節がきて作者の主張したいポイント
がまとめられているということが、「無意識に」分か
るのである。
　また、第 2 の効果として、書き言葉の英語のリズ
ムに敏感になる、ということがある。英語の話し言
葉では、冠詞や前置詞などは弱く、そして動詞や名
詞などは強く発音され、文全体として「弱強」ある
いは「強弱」のリズムがある。同じテキストを何度
も反復して読んでいるうちに、学生は書き言葉にも
同じようなリズムがあることに気づくであろう。す
ると、黙読していても頭の中で音読しているように、
強弱をつけて、意味の切れ目に注意しながら英文を
読む習慣が身につくのである。
　ある程度の英文、例えば 200 words の英文を 50 位、
毎週反復して読むことができるようになると、学生
の学習意欲が向上するであろう。学生から進んで他
の英文を読むようになる。そのときに「1．英語嫌い
の学生の読解について」で述べた Graded Readers 等
の英語を学生に紹介すると効果が大きいと考えられ
る。それまでに習得した文法や語彙で、学生は多読
を楽しむことができるであろう。
　前節で述べた「英語嫌いの学生に対する多読の導
入」とこの節で述べている「英語嫌いではないが英
語を苦手とする学生に対する精読の導入」は、一見
相反するように思われるが、アプローチは異なって
いても、最終的には多読と精読が補完し合いながら
学習者の英語力や英語学習意欲を高めるのに役立つ
ものである。前者は多読から、後者は精読から始ま
る学習であるが、前節の末尾で述べたように、最終
的には両者が関連しながら有効に働いていくと考え
られるのである。
　
３．英語にある程度の自信を持つ学生の読解につい
　　て
　英語学習に興味を持ち、ある程度英語に自信を持
つ学生は、多読を中心に行いながら、精読を時折行
うと良いと思われる。このタイプの学生は、すでに
ある程度の英語力があり、英文構造や文章展開の型
をすでに習得している。英文を誤読した場合も、自
分でそれに気づくことができる。また、英文が理解
できずに教員に質問する場合も、どの部分が理解で
きないかを自分で判断できる。それ故、このタイプ
の学生は自分で英文を選択して自由に挑戦するとよ
いと考える。
　この学習方法は、「1．英語嫌いの学生の読解につ
いて」で述べた学習方法と一見同じように思える。し
かし、両者は異なるものである。「1．英語嫌いの学
生の読解について」で述べた学習方法は、学生が英
語に親近感を持つために、絵本などの平易な英語に
数多く触れることを提案した。それに対し、この節
で提案している学習方法は、英語を通して学生が自
分の視野を広げることに主眼が置かれているのであ
る。英語嫌いの学生は、まず英語に対する肯定的な
感情を持つことが重要であった。一方、英語にある
程度の自信を持った学生は、さらに英語力を伸ばし
ながら、英語を通して知識を増やしたり、教養を深
めたりすることができるようになることを目指して
いるのである。
　このタイプの学生の英文の読み方を見てみよう。
彼らは多読をしながらも、無意識に文構造の細かい
ところにまで注意を払って読解するという、ある意
味で高いレベルの多読／精読ができているのである。
彼らは、多少高度な英文であっても、それ程速度を
落とすことなく読み進めることができ、また英文の
構造や英語表現のニュアンスもある程度理解可能な
のである。
　それでは、このタイプの学生に対する教員の役割
は何であろうか。それは、質問等に答えることにより、
学生の英文読解を助けることはもちろんであるが、学
生が新しい未知の分野へと向かう橋渡しをすること
である。英文読解を教えるだけでなく、英語を通し
て物事をさらに深く広く知ろうという気持ちを、学
生に持たせることである。多読の授業にせよ精読の
授業にせよ、教員は授業で扱った内容をさらに押し
広げ、その内容に関して学生にインターネットや書
籍を通してさらに調べさせるということも重要であ
る。その意味では、教員自身の教養の深さ広さも重
要性を帯びてくる。
　さて、英語に自信を持つ学生に関して、ひとつ注
意するべき点がある。Ⅱ章２節②項「精読の課題点」
の第 4 点として述べたが、英語に自信を持つ学生の
中には「難しい英文を精読すること＝英語学習」の
ようにとらえる者がいる。このような学生は、英文
読解をパズルを解くのと同様に考える。「こんなに長
く複雑な英文を解読できたぞ！」という気持ちにな
り、ただ「解読できた」という点にのみ、満足を見
出してしまうという危険性をはらんでいる。
　このような学習方法を否定するものではない。し
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かし、英文を読むということは、読者が作者の主張
を理解すべく読むことであり、その意味で英語は作
者の主張を読者が理解するための媒体だと考えると、
もっと広い視野で英文読解を考えた方が有効であろ
う。
　また、学生が将来英語を活かした職業に就く場合、
まさに英語はコミュニケーションの働きを持つ。この
ような観点からも、英語に自信を持つ学生には、た
くさんの英語に接しながら自身の見聞や視野を広げ
ていってもらいたいものである。
Ⅳ．結語
　以上、多読・精読それぞれの有効性と課題点を詳し
く検証し、その上で、１）英語嫌いの学生、２）英
語嫌いではないが英語を苦手とする学生、３）英語
にある程度の自信を持つ学生、に対する授業形態や
学生の学習方法を考案した。
　多読・精読の有効性と課題点、3 種類の学生グルー
プに対応した授業形態や学習方法をここにまとめる。
多読の有効性
１）学生が英語に対して「楽しい」という感覚を持
　　てる
２）学生の英語への興味が喚起される
３）日本語を介さずに英文を読む
４）英語に慣れることができる
５）学生の英語嫌いが解消される
多読の課題点
１）学生が誤読をしてしまう
２）学生が自分の誤読に気がつかない
３）教員も学生の誤読を確認できない
４）誤読が原因で、学生が英語嫌いになる可能性が
　　ある
５）英文法や語彙が十分に定着しない
６）授業で、学生が常に平易な教材を選ぶ可能性が
　　ある
精読の有効性
１）英文の構造を正確に理解できる
２）英語の微妙な言い回しを理解できる
３）読んだ英文を英作文に応用できる
４）英文を反復して読むことにより、英文を英文の
　　まま理解できるようになる
５）ある程度英語力がつくと、自分から多読を始め
　　る
精読の問題点
１）英文和訳の授業となる
２）学生にとって退屈な授業となる場合がある
３）学生が受け身になってしまう可能性がある
４）学生が「英語学習＝難解な英文読解」と思って
　　しまう
５）和訳をしても、学生の内容理解ができていない
　　場合がある
英語嫌いの学生に対応した授業形態や学生の学習方
法
　絵本などの多読を中心に学習を行いながら、理解
することが困難なところは、必要に応じて文法に照
らして理解する。
英語嫌いではないが英語を苦手とする学生に対応し
た授業形態と学生の学習方法
　比較的平易な英文を精読する。精読した文章を何
度も反復して読むことにより英文に慣れる。
英語にある程度の自信を持つ学生に対応した授業形
態と学生の学習方法
　多読を中心に学習を行うが、ここで言う多読は英
語を通して学生が自分の視野を広めるための多読で
ある。
　上の考察の結果、多読と精読は、一見相反する読解
方法のアプローチであるように思われるが、最終的
には両者が補完し合うような授業形態・学習方法が
望ましいのではないかと考える。特に、一度精読し
た英文を何度も反復して読むことは、多くの英文に
触れることになり、英文のリズムに慣れ、効果的な
学習方法であることに触れた。この学習方法は、多
くの英語に触れるという意味で、多読と同じ様な効
果を持つと考えられる。
　また英語の文章について、学習すべき外国語として
見るのではないという意識をも育成していかなくて
はならない。英文に、作者が読者に何かを伝えよう
とするコミュニケーションの働きがあるとみなすと、
学生自らが、自分が学習している教材に対して、作
者が読者に何かを伝えようとしていると認識し、そ
れを理解しようとしたとき、学習者の真の意味の英
文読解力の向上、英語を学ぶ目的意識の変化、世界
を見る視野の拡大等を助長していくことができると
考えている。
注
1. 本論での「誤読」とは、英文を構文的にとらえる
ことができていないこと、熟語の表現が理解できて
いないこと、という意味である。
2. 本論での「文章展開の型」とは、例えば “It is true
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…, but…” のような、筆者が文章や論旨を展開する上
で使用する表現の型である。
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